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西
村
天
囚
の
名
著
「
懐
徳
堂
考
」
の
序
文
（
松
山
敦
授
記
）
に
「
懐
徳
堂
は
浪
華
の
公
學
に
し
て
私
塾
に
あ
ら
ず
」
と
い
ふ
天
囚
の
言

が
記
さ
れ
て
お
る
。
こ
の
考
證
は
謂
は
ば
定
義
で
、
天
囚
が
こ
の
學
堂
に
つ
い
て
永
年
に
わ
た
り
苦
辛
研
究
の
結
果
、
種
々
の
史
宜
に
よ

っ
て
述
べ
た
こ
の
學
堂
の
性
格
そ
の
も
の
で
あ
り
結
論
で
あ
っ
て
、
そ
の
説
明
は
郎
ち
「
懐
徳
堂
考
」
（
以
下
考
と
略
す
）
に
よ
っ
て
殆
ん

ど
盛
さ
れ
あ
り
、
形
式
上
は
江
戸
の
幕
府
将
軍
の
公
許
を
受
け
、
そ
の
監
督
の
も
と
に
創
め
ら
れ
、
約
二
百
餘
坪
の
敷
地
を
提
供
せ
ら
れ
、

諸
係
り
を
免
せ
ら
れ
（
免
脱
L
寛
政
度
の
燒
失
に
は
、
復
薔
費
三
百
雨
の
補
助
を
受
け
た
が
、
そ
の
他
は
す
べ
て
大
阪
人
の
計
算
に
よ
っ

て
百
四
十
餘
年
紐
螢
が
績
け
ら
れ
た
大
阪
人
の
學
校
で
、
通
俗
に
大
阪
學
校
と
も
云
わ
れ
て
お
っ
た
名
校
で
、
大
阪
人
の
誇
り
で
も
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

こ
の
名
校
は
明
治
維
新
の
學
制
に
よ
り
、
惜
し
く
も
同
二
年
、
閉
校
と
な
っ
た
。
思
う
に
時
勢
に
よ
る
敦
育
制
度
の
愛
遷
上
、
止
む
を

得
な
か
っ
た
事
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
歳
月
は
流
れ
、
明
治
末
年
か
ら
大
正
初
年
に
か
け
、
こ
の
忘
れ
ら
れ
た
、
こ
の
學
堂
の
復
典
記
念
會

が
披
起
成
立
せ
ら
れ
た
。
今
「
考
」
の
末
尾
の
學
堂
小
史
に
よ
る
と
、
明
治
四
十
三
年
一
月
、
大
阪
人
文
會
の
例
會
に
、
こ
の
學
堂
初
期

の
名
敦
授
五
井
蘭
洲
（
名
純
禎
〔
元
腺
一
〇
〕
ー
ー
一
七
六
二
〔
賓
暦
―
二
〕
）
の
博
記
を
天
囚
が
講
じ
た
慮
、
聴
者
に
大
愛
な
惑
動
を
輿
え
、
初

め
て
商
都
大
阪
に
加
様
な
學
者
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
こ
れ
が
披
端
と
な
り
、
俄
然
、
蘭
洲
等
學
堂
師
儒
の
為
め
に
す
べ
か
ら
く
公

祭
し
て
そ
の
遺
業
を
顕
彰
す
べ
き
で
あ
る
と
の
議
が
殆
ん
ど
全
會
一
致
で
装
議
さ
れ
た
。

大
阪
の
草
わ
け
國
學
者
下
河
邊
長
流
と
懐
徳
堂

壼

り
ゆ
う

大
坂
の
草
わ
け
國
學
者
下
河
邊
長
流
と
懐
徳
堂

倉

一七 敬

尚



て
お
る
。

大
阪
の
草
わ
け
國
學
者
下
河
邊
長
流
と
懐
徳
堂

次
い
で
こ
の
議
は
大
阪
府
敦
育
會
に
移
さ
れ
、
先
づ
學
堂
に
縁
あ
る
鴻
ノ
池
住
友
等
諸
家
後
裔
そ
の
外
、
一
般
有
志
を
糾
合
し
て
疲
起

人
と
せ
ら
れ
、
遂
に
翌
四
十
四
年
十
月
五
日
（
享
保
十
一
年
の
嘗
日
が
幕
府
の
開
校
官
許
日
で
、
こ
の
二
年
前
の
同
九
年
十
一
月
、
三
宅
石
庵
・
中
井

誠
之
に
よ
り
私
塾
懐
徳
堂
が
開
か
れ
て
お
る
）
復
興
記
念
會
の
成
立
と
な
り
、

遣
物
の
展
観
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
こ
の
會
が
法
人
組
織
と
な
り
、
遺
書
の
一
部
が
記
念
出
版
せ
ら
れ
、
別
に
堂
闘
係
の
先
賢
墨
迩
一
峡

も
出
版
せ
ら
れ
た
。
又
こ
の
間
、
學
堂
に
最
も
因
縁
深
い
師
儒
家
後
裔
中
井
木
菟
麿
氏
か
ら
、
幸
い
に
遺
り
偲
え
ら
れ
た
逍
書
の
大
部
が

會
に
寄
納
せ
ら
れ
た
。

こ
の
碑
が
移
し
出
さ
れ
、

こ
え
て
大
正
四
年
六
月
現
在
の
今
橋
四
丁
目
（
稽
名
は
尼
ガ
崎
町

東
賑
豊
後
町
に
こ
の
學
堂
が
重
建
さ
れ
、
昭
和
廿
年
、
戦
災
の
罹
厄
ま
で
、
約
三
十
年
間
、
こ
の
新
學
堂
に
於
て
、
牧
蔵
の
逍
書
の
調
査

研
究
、
及
時
世
に
即
應
し
た
一
般
學
術
講
演
等
箇
事
を
緞
承
し
た
行
事
が
な
さ
れ
て
、
相
嘗
の
成
果
を
お
さ
め
た
。
ま
た
別
に
大
正
六
年
、

薔
地
跡
に
は
、
日
生
會
祉
に
於
て
噛
址
を
彰
表
し
た
豊
碑
が
中
庭
に
建
て
ら
れ
撰
文
者
は
天
囚
で
あ
っ
た
。
昭
和
三
十
七
年
、
赤
レ
ン
ガ

建
築
が
石
造
に
改
築
の
際
、
會
祉
表
門
入
口
（
略
々
詔
學
堂
正
門
の
位
置
）
の
右
側
に
、
併
せ
て
傍
ら
に
略
説
明

の
ブ
ロ
ン
ズ
が
附
設
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
惜
し
く
も
豊
後
町
の
新
學
堂
建
造
物
は
、
昭
和
廿
年
の
戦
禍
に
よ
り
燒
失
し
た
が
、
幸
い
石
造
書
庫
に
牧
蔵
の
閾
書
類
は
免

れ
た
の
で
、
こ
れ
ら
は
學
堂
逍
書
と
し
て
大
阪
大
學
に
移
管
せ
ら
る
る
こ
と
と
な
り
、
又
春
秋
二
回
に
講
座
が
開
催
さ
れ
、
現
在
に
至
っ

思
う
に
こ
の
大
阪
唯
一
の
公
學
懐
徳
堂
は
現
在
、
そ
の
形
容
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
お
る
が
、
明
治
初
年
ま
で
殆
ん
ど
百
四
十
餘
年
に

わ
た
り
、
大
阪
庶
民
の
風
敦
訓
化
に
扶
植
さ
れ
た
精
神
は
、
暗
獣
無
形
な
が
ら
、
現
大
阪
人
の
心
髄
の
中
に
傭
え
ら
れ
て
お
る
と
云
っ
て

も
過
言
で
な
か
ろ
う
。

因
み
に
、
こ
の
學
堂
似
事
を
、
苦
辛
研
究
し
、
府
立
圏
書
館
今
井
貫
一
館
長
と
共
に
そ
の
再
興
に
寄
輿
大
で
あ
っ
た
故
西
村
天
囚
子
を

丁
目
北
側
、
現
日
本
生
命
保
険
會
祉
の
位
地
）

の
薔
地
跡
で
は
な
い
が
、

次
い
で
市
公
會
堂
に
於
て
祭
事
學
行
、
講
演
會
、
先
儒
の
遺
著

一
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以
上
、
い
さ
さ
か
懐
徳
堂
略
史
を
述
べ
た
が
、
質
は

こ
の
中
に
名
の
出
た
異
色
あ
る
學
堂
師
儒
、
五
井
蘭
洲
の
先
師
格
に
嘗
る
の
が
、

本
文
命
題
の
大
阪
の
草
わ
け
園
學
者
（
贈
正
五
位
）
下
河
邊
長
流
で
あ
り
、
即
ち
長
流
は
閲
洲
の
父
持
軒
、
名
守
任
の
和
學
の
師
で
（
「
考
」

の
七
頁
、
持
軒
偲
中
に
あ
り
）
左
様
の
縁
か
ら
か
、
長
流
莫
逆
の
友
の
有
名
の
大
阪
の
萬
葉
學
者
僧
契
沖
墓
（
東
属
餌
差
町
、
園
珠
庵
）
に
は
蘭

洲
が
文
を
書
い
て
お
る
。
蘭
洲
は
和
漢
兼
該
の
膊
學
で
、
雨
學
の
著
書
も
あ
る
が
、
専
攻
は
漢
で
あ
る
か
ら
と
の
訛
譲
か
ら
も
和
學
の
契

沖
の
撰
文
を
、

五
井
蘭
洲
の
父
、
持
軒
（
一
六
四
一

一
應
は
辟
退
し
た
旨
が
文
中
に
記
さ
れ
て
お
る
。
契
沖
は
長
流
よ
り
十
五
年
若
い
學
弟
で
あ
る
。

〔
寛
永
十
八
〕

i-七
ニ―

い
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し

「
考
」
に
は
學
堂
開
校
の
前
記
と
し
て
、
大
阪
の
學
問
を
述
べ

、
そ
の
中
に
持
軒
を
重
視
し、

薩
分
く
わ
し
く

述
べ
て
お
る
。
次
に
そ
の
要
黙
を
述
べ
る
。

持
軒
の
祖
父
守
香
（
披
輝
久
）
＇
は
牡
時

、
奈
良
に
住
み
、
和
漢
の
學
を
修
め
詩
歌
に
参
じ
家
に
日
本
紀
を
偲
え
た
由、

長
じ
て
江
戸
に
出

で
晩
に
大
阪
に
錦
る
（
元
和
、
寛
永
の
頃
か
と
あ
り
）
没
年
知
ら
れ
ず
、
次
子
は
守
純
で
そ
の
次
男
が
持
軒
で
大
阪
に
生
れ
通
稲
加
助
、

若
く

し
て
京
に
出
で
儒
學
を
伊
藤
仁
齊
（
古
學
）
・

・
中
村
楊
齊
（
朱
子
學
）
に
、
和
學
を
長
流
に
學
び
、
瞥
を
向
井
元
舛

・
中
島
長
安
に
受
け
、

寛
文
十
年

（
舟
オ
）
大
阪
に
蹄
り
、
塾
を
開
い
て
約
五
十
年
間
、
庶
民
を
数
え
て
倦
ま
ず
、

大
阪
の
草
わ
け
國
學
者
下
河
逸
長
流
と
懐
徳
堂

天 囚 像

追
偲
し
そ
の
略
歴
を
述
べ
る
。

一九

時
人
は
四
書
屋
と
稲
え
た
と
い
う
。

没
後
、

（
學
堂
妍
究
は

の
碩
（
せ
き
）
學
長
命
者
重
野
安
繹
（
つ
ぐ
、
琥
成
齋
）

し
て
文
筆
を
以
て
盛
名
あ
り
、
碩
園
と
披
し、

學
堂
研
究
は
そ
の
間
の
力
作
で
、
別
に
日
本

宋
學
史
の
名
著
あ
り
、
こ
れ
に
よ

っ
て
學
位
を
得
た
。
晩
年
、

宮
内
省
勅
任
ご
用
掛
に
推
さ

れ
た
が
、
惜
し
く
も
大
正
十
三
年
、
六
ヰ
オ
で
「
考
」
の
箪
行
本
成
る
の
前
、

そ
の
前
に
新
聞
に
連
載
登
表
）
更
に
重
建
學
堂
の
完
成
を
見
ず
し
て
終
っ
た
。

〔
享
保
六
〕
）
は
直
接
、
懐
徳
堂
に
は
闊
係
な
い
。
そ
れ
は
年
代
が
少
し
古

に
師
事
し、

子
は
鹿
兒
島
縣
の
大
隅
、
種
子
が
島
の
生
れ
、
牡
年
郷
を
出
で
て
同
縣
出
身
、
明
治
時
代

大
阪
朝
日
新
聞
記
者
と
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ね
に
の
ぼ
り
て
見
れ
ば
天
地
は

ま
だ
い
く
程
も
わ
か
れ
ざ
り
け
り

こ
は
皇
學
の
先
覺
者
下
河
過
長
流
大
人
の
詠
み
し
歌
に
て
先
つ
頃
愛
國
百
人
一
首
に

撰
ま
れ
た
る
も
の
な
り
、
ふ
じ
の
霰
峰
を
、
も
は
ら
詠
め
る
も
誹
代
な
が
ら
の
皇
國
の
消
浄
な

る
姿
を
し
の
ば
る
4
心
地
せ
ら
る
。
お
の
れ
去
大
正
十
四
年
森
繁
夫
、
羽
倉
敬
尚
二
氏
と
思
い

起
し
同
志
を
語
ら
ひ
大
人
の
碑
を
園
珠
庵
に
建
て
し
が
、
そ
の
後
、
森
氏
が
大
人
の
掛
像
を
獲

ら
れ
た
れ
ば
、
こ
れ
を
寓
し
後
の
形
見
に

一
筆
し
る
す
は
大
人
の
ふ
る
里
大
和
宇
田
に
生
れ
し

山
田
安
民
な
り

（
ロ
ー
ト
製
薬
鈴
創
始
者
）

昭
和
十
八
年
八
月
、
東
大
史
料
編
纂
所
に
寄
納

大
阪
の
草
わ
け
國
學
者
下
河
透
長
流
と
悛
徳
堂

二
0



大
阪
の
草
わ
け
國
學
者
下
河
邊
長
流
と
懐
徳
堂

森
氏
へ
の
文
の
要
項
を
あ
げ
る
と

の
手
寓
本
と
し
て
東
京
静
嘉
堂
闘
書
館
に
俯
蔵
）
。

そ
の
建
墓
の
際
、
扉
知
の
故
佐
佐
木
信
綱
翁
が
朝
日
新
聞
に
寄
稿
し
た
相
嘗
く
わ
し
い
、

（
ア
ト
に
全
文
を
の
せ
る
）
が
あ
り
、
そ
の
全
文
を
の
せ
る
闊
係
上
、
そ
れ
と
重
複
に
な
ら
な
い
様
、
時
代
は
前
後
す
る
が
、
昭
和
以
後
、
骰

見
骰
表
さ
れ
た
他
記
史
質
を
拾
う
こ
と
と
す
る
。

そ
の
一
は
昭
和
六
年
、
雑
誌
「
國
語
と
國
文
學
」
第
八
巻
第
四
披
の
近
世
人
物
偲
の
櫂
威
森
銑
三
氏
の
「
新
資
料
に
よ
る
長
流
偲
」
で
、

こ
れ
は
、
和
學
部
門
で
水
戸
光
岡
に
仕
え
た
安
藤
年
山
為
章
（
兄
為
質
は
同
じ
く
仕
え
て
鎧
儀
類
典
の
編
集
捌
嘗
）
の
「
年
山
筆
記
」
を
主
要

資
料
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
こ
れ
の
引
用
記
述
中
に
、
筆
者
私
の
現
地
質
査
等
（
契
沖
に
つ
い
て
の
）
を
補
注
し
書
加
え
て
お
く
（
森

氏
文
は
近
年
、
同
氏
著
作
集
第
二
巻
に
牧
録
さ
れ
て
お
る
。
ま
た
こ
の
文
資
料
原
典
の
筆
記
は
水
戸
藩
儒
立
原
翠
軒
の
集
録
命
名
で
同
藩
後
學
小
宮
山
楓
軒

の
建
築
に
つ
い
て
述
べ
、

に
仁
齊
の
男
東
涯
が
銘
文
を
系
（
か
け
）
た
が
そ
の
中
に
前
略
「
提
誨
二
方
ア
リ
青
衿
（
き
ん
）
門
二
滴
ッ
、
其
人
亡
シ
ト
雖
遣
徳
永
ク

存
セ
ン
（
秩
序
あ
る
数
育
法
で
あ
っ
た
の
で
青
年
迎
が
澤
山
入
門
し
た
云
々
）
と
あ
る
。
そ
の
子
に
碩
儒
間
洲
が
生
れ
た
の
も
賞
然
で
あ
る
。

洲
の
門
に
出
た
の
が
中
井
竹
山
•
履
軒
の
兄
弟
二
大
儒
で
こ
の
二
碩
學
に
よ
っ
て
懐
徳
堂
は
全
盛
の
黄
金
時
代
を
招
束
し
、
幕
府
官
立
の

江
戸
湯
島
の
昌
平
校
を
凌
ぐ
と
の
評
判
が
立
ち
、
大
阪
の
誇
り
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

天
壽
を
享
け
、

學
堂
開
學
の
頭
初
、
學
堂
の
學
主
に
推
さ
れ
た
三
宅
石
庵
(
-
六
六
五

〔
露
文
五
〕
ー
—
一
七
三
〇
〔
享
保
十
三
〕
）
と
は
、
石
庵
が
廿
四
年
若
い
が
相
識
で
あ
り
、
文
交
が
あ
っ
た
。
石
庵
は
朱
子
學
者
で
又
陽
明
學

を
も
信
じ
、
元
詠
十
三
•
四
年
頃
（
十
三
年
は
一
七
0
0
)
大
阪
に
出
て
き
た
か
ら
、
年
次
の
上
で
約
二
十
年
、
持
軒
と
文
交
あ
り
、
石
庵

は
持
軒
を
善
人
と
稲
し
、
持
軒
は
石
庵
を
君
子
と
稲
し
た
由
、
持
軒
の
門
人
の
多
く
が
そ
の
没
後
、
石
庵
に
師
事
し
た
こ
と
を
見
て
も
、

二
人
は
切
磋
親
交
の
間
柄
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
持
軒
の
師
が
下
河
邊
長
流
(
-
六
二
三
〔
元
和
九
〕
ー
ー
ー
八
五
〔
貞
享
二
〕
）
で
あ
る
が
、

持
軒
は
直
接
、
懐
徳
堂
に
は
學
縁
は
な
い
が
、

ま
と
ま
っ
た
行
歴

長
流
に
つ
い
て
は
ア
ト
に
、
大
正
十
四
年
そ



大
阪
の
草
わ
け
同
學
者
下
河
透
長
流
と
懐
偲
堂

一
、
長
流
の
仕
へ
た
の
は
、
大
和
ノ
國
（
奈
良
縣
）
小
泉
藩
主
の
片
桐
氏
一
族
の
片
桐
又
七
郎
且
昭
か
と
さ
れ
て
お
る
（
補
注
、
現
在
は
郡

山
市
小
泉
町
、
そ
の
以
前
は
生
駒
郡
片
桐
村
、
の
ち
片
桐
町
と
な
り
、
今
は
菊
藩
地
名
を
採
っ
た
の
か
小
泉
町
と
な
っ
て
お
る
、
別
に
、
も
と
生
駒
郡

に
長
流
の
生
地
と
得
う
る
龍
田
村
が
あ
っ
た
が
昭
和
廿
二
年
、
隣
村
の
法
隆
寺
村
ふ
晶
郷
村
と
共
に
斑
鳩
（
い
か
る
か
）
町
に
合
併
せ
ら
れ
、
現
在
は

同
町
内
の
龍
田
で
あ
る
）
。

二
、
寛
永
十
九
年
、
長
流
十
八
オ
の
頃
よ
り
連
歌
の
道
に
入
る
。

三
、
正
保
四
年
、
廿
三
オ
、
長
流
江
戸
に
あ
り
、
主
公
片
桐
氏
の
参
毛

木
ノ
下
長
嘘
（
シ
ョ
ウ
）
を
洛
西
小
甕
山
に
訪
ひ
入
門
か
。

四
、
慶
安
二
年
、
廿
五
オ
、
再
び
江
戸
に
下
向
し
た
が
、
志
を
得
ず
し
て
蹄
郷
、
こ
の
頃
、
片
桐
氏
を
致
仕
し
た
か
。

五
、
同
三
年
、
六
月
、
木
ノ
下
長
、
ゾ
ョ
ウ
終
る
、
廿
六
オ
、
此
頃
大
阪
に
住
み
て
、
俳
人
西
山
宗
因
に
師
事
す
。

六
、
同
四
年
、
廿
七
オ
、
こ
の
頃
、
五
井
持
軒
入
門
す
。

七
、
承
應
二
年
、
廿
九
オ
、
入
洛
し
て
京
の
公
靡
、
大
臣
家
の
三
條
西
家
に
仕
う
（
注
、
こ
の
頃
同
家
は
後
の
擢
大
納
言
買
数
の
牡
年
時
）
。

八
、
萬
治
二
年
、
舟
五
オ
、
こ
の
頃
よ
り
三
條
西
家
所
蔵
の
萬
葉
集
古
紗
本
の
謄
寓
に
着
手
す
、
こ
の
年
、
自
著
、
歌
仙
抄
．
萬
葉
集

名
寄
を
刊
行
す
（
補
注
、
長
流
の
加
様
な
萬
葉
研
究
が
、
永
戸
に
附
間
さ
れ
、
後
年
の
長
流
へ
の
嘱
命
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
、
光
隊
の
室
は
近
術
闘

白
信
尋
（
ひ
ろ
）
の
女
、
尋
子
で
あ
り
、
入
嫁
後
約
五
年
で
、
萬
治
元
年
一

圏
の
京
都
と
の
交
結
は
頗
る
親
密
で
あ
り
、
長
流
の
噂
も
他
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
）
。

九
、
寛
文
二
年
、
三
十
八
オ
、
此
頃
、
長
流
の
「
萬
葉
集
管
見
」
成
る
、
同
學
の
學
弟
格
の
僧
契
沖
が
大
阪
生
玉
の
曼
陀
羅
院
住
持
と

な
る
時
に
二
十
三
オ
。

+
、
寛
文
四
年
、

四
十
オ
、
こ
れ
よ
り
先
、
雨
親
を
失
う
、
父
は
七
十
オ
、
次
い
で
母
を
、
更
に
同
胞
を
失
う
、
こ
の
年
、
長
流
幼
時

述
懐
の
長
歌
あ
り
。

オ
若
死
し
た
が
、
そ
の
外
に
國
史
編
集
資
料
編
集
の
為
め
に
も
、
光



契
沖
は
此
頃
よ
り
約
四
年
、
和
泉
ノ
國
（
大
阪
府
）
泉
北
郡
（
南
松
尾
村
）
松
尾
村
久
井
西
山
小
字
島
の
向
ひ
の
獅
家
辻
森
吉
行
（
高

野
山
信
者
）
方
に
身
を
寄
せ
、
同
所
、
池
田
川
の
向
い
の
小
庵
に
住
む
（
昭
和
廿
五
、
八
、
廿
五
買
査
の
時
に
は
小
庵
の
ア
ト
は
田
地
で
あ
っ

こ
こ
に
は
地
名
久
井
に
因
ん
だ
古
井
が
あ
り
そ
の
水
は
契
沖
も
飲
用
と
し
て
愛
好
し
た
と
の
口
碑
あ
り
、
辻
森
家
は
敷
家
あ
る

が
そ
の
後
、
辻
井
氏
と
改
め
現
在
に
至
っ
て
お
る
由
。
近
頃
、
契
沖
研
究
に
約
五
十
餘
年
打
ち
込
ん
で
お
る
盟
友
久
松
潜
一
翁
に
會

っ
て
、
こ
の
久
井
訪
問
の
事
を
話
し
た
ら
、
同
氏
も
昨
昭
和
四
十
七
年
秋
、
始
め
て
久
井
を
訪
う
た
と
の
そ
の
時
に
は
こ
の
小

庵
の
薔
地
に
約
一
米
高
さ
の
契
沖
庵
居
址
の
碑
が
立
て
ら
れ
て
あ
っ
た
由
。

十
年
、
四
十
六
オ
、
長
流
の
著
、
枕
詞
燭
明
抄
、
林
葉
累
塵
雑
刊
行
せ
ら
る
。

十
五
、
延
賓
元
年
、
四
十
九
オ
、
こ
の
頃
か
ら
、
水
戸
よ
り
扶
持
米
五
十
石
を
給
ひ
萬
葉
の
注
繹
に
着
手
し
晩
年
疲
病
ま
で
こ
の
高
嘱
に

こ
た
え
た
（
契
沖
の
代
匠
記
に
記
あ
り
）

注
、
こ
の
長
流
が
、
遠
く
水
戸
か
ら
高
嘱
を
受
け
た
こ
と
は
、
嘗
時
萬
葉
研
究
が
未
だ
蓼
々
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
そ
の
時
、
篤
學
の
光
隙
が
こ

の
野
の
遺
賢
長
流
を
登
掘
着
眼
し
た
こ
と
は
、
注
目
す
る
に
足
る
、
序
に
光
例
の
一
侠
事
を
述
べ
る
。
光
圏
が
嘗
て
京
の
洛
南
、
伏
見
深
草
の
法
華

宗
瑞
光
寺
の
篤
學
僧
元
政
の
孝
養
を
聞
き
（
八
十
の
老
母
を
背
負
っ
て
霰
域
身
延
に
登
山
し
た
時
の
身
延
紀
行
を
見
た
の
か
）
贈
っ
た
片
紙
書
き
の

歌
が
寺
に
の
こ
っ
て
お
る
〔
寓
箕
〕
。
元
政
は
こ
の
母
を
送
っ
た
敷
年
後
、

は
再
び
挽
歌
を
送
り
帥
戸
湊
川
の
「
鳴
呼
忠
臣
楠
子
」
に
倣
ひ
「
鳴
呼
孝
子
元
政
」
の
文
字
を
送
る
と
、
建
墓
を
す
す
め
た
が
、
遣
弟
の
僧
葱
明
は

十
四
、
同

た）

十
一
、
同
六
年
、
四
十
ニ
オ
、
三
條
西
家
を
致
仕
し
、
再
び
大
阪
に
下
り
て
住
み
、
次
い
で
又
―
二
度
、
江
戸
に
下
る
。

十
二
、
寛
文
七
年
、
四
十
三
オ
、
五
月
、
こ
の
頃
又
江
戸
に
あ
り
、
つ
い
で
蹄
阪
す
、
秋
、
「
二
聖
和
歌
注
」
成
る
、
林
葉
累
塵
集
の
編

集
に
着
手
し
諸
家
の
歌
を
あ
つ
め
る
。

十
三
、
同
九
年
、

四
十
五
オ
、
今
年
前
後
、
契
沖
と
の
交
滸
親
密
と
な
る
。

以
下
、
筆
者
追
補

大
阪
の
草
わ
け
國
學
者
下
河
逸
長
流
と
懐
徳
堂

露
文
八
年
、
四
十
六
オ
で
老
に
至
ら
ず
寂
し
た
。
こ
れ
を
聞
い
た
光
圏



十
六
、
延
賓
二
年
五
十
才

「
ワ
ガ
墓

ニハ

竹
雨
三
竿
ヲ
」
と
の
迫
命
を
重
ん
じ
こ
れ
を
僻
退
し
た
、
現
在
そ
の
通
り
で
墓
石
な
く
竹
三
本
で
他
っ
て
お
る
、
そ
の
折
の
挽
歌
は
、

既
に
元
政
側
に
も
引
用
せ
ら
れ
て
お
る
が
、
こ
の
元
政
在
世
中
贈
っ
た
二
首
（
用
紙
は
片
紙
で
第
一
首
直
し
の
儘
で
あ
る
）
は
未
だ
何
書
に
も
出
て

お
ら
な
い
、
こ
こ
に
東
京
の
同
宗
、
日
ポ
リ
本
行
寺
の
好
學
賀
茂
日
童
老
師
を
煩
わ
し
て
入
手
し
た
寓
奨
を
の
せ
る
、
光
圏
は
歌
集
も
残
っ
て
お
る

が
、
自
分
の
出
自
は
武
人
だ
か
ら
と
て
レ

イ
レ

イ
し
く
懐
紙
短
冊
に
書
い
て
お
る
の
を
見
た
こ
と
が
な
い
、
こ
れ
も
偉
人
光
囲
の
一
見
識
で
あ
ろ
う
。
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大
阪
の
草
わ
け
國
學
者
下
河
邊
長
流
と
懐
徳
堂

（
京
都
伏
見
属
深
草
瑞
光
寺
蔵
）

荏
の
山
山
よ
り
山
に

入
り
ぬ
れ
ば
、
空
ふ
く

風
の
音
ば
か
り
し
て

（
下
の
る
は
初
め
れ
を
改
め
た
も
の
）

（注
、
翌
ノ
山
は
深
草
山
の
異
名
、
二
行
目

の
ふ
み
は
恐
ら
く
上
出
の
「
身
延
紀
行
」
に

て
、
こ
の
書
は
元
政
版
下
毒
き
に
て
出
版
せ

ら
れ
た
）

院
の
山
、

わ
け
て
ゑ
が
た
き

道
ぞ
と
は
、
ふ
み
4

て
今
ぞ

お
も
ひ
知
ら
る
る

二
四



久
井
の
北
約
八
キ
ロ
の
同
郡
南
池
田
村
萬
町
の

左
二
門
重
賢
方
に
寄
寓
し
庇
護
せ
ら
る
（
重
賢
の
祖
父
は
秀
吉
に
仕
え
た
伏
屋
飛
騨
守
一
安
、
元
和
元
年
五
月
七
日
、
大
阪
落
城
の
際
殉
節
）

居
る
こ
と
三
年
に
て
河
内
ノ
國
（
大
阪
府
）
南
河
内
郡
小
西
見
村
鬼
住
（
河
内
長
野
市
の
南
約
十
キ
ロ
）
に
移
り
翌
年
、

府
）
住
吉
村
我
孫
子
（
あ
ひ
こ
）
樅
右
二
門
屋
敷
に
移
っ
た
、
因
み
に
後
年
で
あ
る
が
、
萬
町
伏
屋
の
分
家
に
閲
法
瞥
で
解
剖
生
理
學

者
伏
屋
素
秋
（
て
き
）
が
生
れ
た
。
通
稲
櫂
之
進
披
琴
坂
と
稲
し
、
大
阪
に
出
で
橋
本
曇
齊
ら
と
蘭
法
を
修
め
堀
江
に
開
業
、
文
化

八
年
六
十
五
オ
で
終
っ
た
、
解
剖
生
理
を
説
い
た
奇
書
「
オ
ラ
ン
ダ
髄
話
」
等
の
名
著
を
残
し
昭
和
四
十
二
年
、
日
本
整
師
會
、
同

瞥
史
學
會
の
手
で
南
堀
江
あ
み
だ
池
の
名
刹
和
光
寺
内
浄
域
に
建
碑
せ
ら
れ
た
。
質
は
こ
の
建
碑
は
、
私
の
質
家
が
京
偏
習
並
河
家

（
こ
の
家
は
懐
徳
堂
に
も
學
緑
深
い
）
そ
の
縁
で
整
史
學
同
人
で
あ
り
、
縁
地
で
あ
る
堀
江
和
光
寺
の
伏
見
誓
寛
尼
ご
院
主
に
お
願
い
し

て
允
諾
を
得
た
の
で
あ
る
。
更
に
こ
の
伏
屋
素
秋
の
名
著
「
オ
ラ
ン
ダ

さ
れ
た
。

十
七
、
同
七
年
、
五
十
五
オ
、
長
流
著
罪
水
和
歌
集
成
る
。

十
八
、
天
和
元
年
五
十
七
才

（
長
流
の
初
名
又
別
名
）
和
歌
延
賓
集
及
び
長
ゾ
旬
ー
ヴ
歌
仙
成
る
、
長
ジ
ュ
ー
ウ
は
長
流
の
先
師

十
九
、
同
三
年
、
五
十
九
オ
、
こ
の
項
、
長
流
病
を
披
し
執
筆
、
意
の
如
く
な
ら
ず
、
遂
に
水
戸
よ
り
契
沖
に
萬
葉
注
繹
の
鵬
命
あ
り
、

契
沖
こ
れ
を
謹
諾
し
織
績
し
た
が
、
書
成
る
の
日
、
故
人
年
長
の
長
流
を
匠
と
し
謙
誤
し
て
代
匠
記
の
書
名
を
用
う
。

次
に
は
昭
和
十
五
年
十
二
月
、
大
阪
放
送
局
編
、
同
出
版
協
會
骰
行
の
「
大
大
阪
を
培
（
っ
ち
か
う
）
う
た
人
々
に
」
に
「
園
學
の
先
謳

者
を
生
ん
だ
大
阪
」
の
命
題
で
、
市
川
寛
氏
の
五
頁
に
わ
た
る
一
文
の
中
に
、
長
流
に
つ
い
て
相
嘗
く
わ
し
く
且
つ
具
腔
的
な
記
述
が
あ

る
。
こ
れ
を
抜
抄
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
前
引
用
と
同
じ
く
重
複
事
は
避
け
る
。

一
、
長
流
の
質
父
、
小
崎
某
は
、
片
桐
且
元
の
四
男
の
、
前
引
の
龍
田
一
萬
石
領
知
の
片
桐
半
之
丞
為
之
の
臣
、
三
百
石
の
食
緑
者
で

大
阪
の
草
わ
け
國
學
者
下
河
邊
長
流
と
懐
徳
堂

J

の
頃
、
契
沖
、

二
五

も
最
近
、
東
京
整
歯
薬
出
版
k
k
よ
り
ホ
ン
刻
出
版

大
庄
屋
で
高
階
（
し
な
）
姓
、
好
學
蔵
書
家
、
伏
屋
長

掘
津
ノ
國
（
同



八
、
西
鶴
の
艶
唸
者
の
中
に
、

五、

「
難
波
雀
」
の
歌
學
の
部
に
江
戸
堀
下
河
邊
長
流
出
づ
と
。

へ
つ
ら
は
な
い
と
あ
る
。

大
阪
の
草
わ
け
國
學
者
下
河
邊
長
流
と
懐
徳
堂

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
と
。

注
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
同
じ
く
放
送
局
か
ら
市
村
其
三
郎
氏
が
、
更
に
醤
小
泉
藩
記
緑
等
で
、
詳
細
登
表
さ
れ
、
そ
れ
が
活
字
化
さ
れ
た
も
の
を
見
た

記
憶
が
あ
り
、
偶
然
市
村
氏
は
現
在
、
東
京
杉
並
属
に
移
っ
て
お
る
の
を
知
っ
て
、
直
接
に
伺
は
っ
た
が
、
大
阪
で
二
度
戦
災
に
會
は
れ
、
そ
の

記
を
失
わ
れ
、
謙
遜
も
あ
ろ
う
が
、
現
時
貼
で
は
残
念
乍
ら
知
る
由
も
な
い
の
で
あ
る
。

二
、
長
流
の
門
人
で
、
長
流
並
び
契
沖
の
没
後
、
そ
の
遺
書
類
を
京
都
上
賀
茂
神
社
三
手
文
庫
に
寄
納
し
、
完
博
せ
し
め
た
京
人
、
今

井
似
閑
（
享
株
八
年
没
六
十
七
オ
）
の
手
紙
の
引
用
が
あ
る
。
即
ち

長
流
十
八
九
オ
の
頃
ま
で
は
向
學
の
意
な
く
、
遊
猟
な
ど
に
心
を
う
つ
し
て
お
っ
た
の
を
、
叔
父
某
が
意
見
し
た
の
が
動
機
と
な
っ

て
、
急
に
和
歌
を
學
ん
だ
と
。
こ
の
似
閑
は
萬
葉
緯
等
の
著
述
も
あ
り
、
京
六
條
邊
に
て
飛
脚
問
屋
を
螢
ん
だ
有
學
の
商
買
で
、
上

賀
茂
社
に
逍
書
寄
納
は
、
同
祉
の
好
學
祠
官
、
岡
本
加
賀
守
清
茂
（
賀
暦
三
没
七
十
五
オ
）
が
闘
輿
し
た
の
で
あ
る
。

三
、
契
沖
の
門
人
、
海
北
若
沖
（
賽
暦
元
、
七
十
七
才
没
、
森
銑
三
氏
に
よ
る
と
通
稲
善
右
ェ
門
）
は
大
阪
人
（
恐
ら
く
商
買
か
）
別
に
地
理
學
者
、

並
河
誠
所
の
敦
え
も
受
け
五
畿
内
誌
の
校
者
の
一
人
で
あ
る
。
こ
の
若
沖
の
記
中
に
、
長
流
が
天
性
節
義
を
重
ん
じ
剛
直
に
て
人
に

四
、
長
流
の
四
十
ニ
・
三
オ
の
頃
（
窪
文
六
・
七
年
に
嘗
る
）
萬
葉
集
疏
抄
の
出
版
を
企
て
た
が
、
そ
の
事
な
く
終
っ
た
。

六
、
掘
津
名
所
閻
大
成
に
、
江
戸
堀
に
住
み
し
と
博
う
る
が
、
今
そ
の
あ
と
他
ら
ず
と
。

七
、
政
田
義
彦
の
浪
速
人
傑
談
に
は
「
居
を
鰻
谷
に
卜
す
」
と
あ
る
。

「
難
波
の
歌
翁
」
と
云
う
が
、

四
ツ
橋
の
ほ
と
り
で
歌
書
や
源
氏
を
敦
え
た
、
こ
れ
が
長
流
か
。

九
、
長
流
の
門
人
に
風
竹
（
本
名
他
は
ら
ず
）
と
い
う
が
あ
り
、
こ
の
人
の
記
中
に
、
長
流
の
門
人
の
中
の
す
ぐ
れ
た
者
の
名
を
あ
げ
て

あ
り
、
三
浦
祐
建
、
五
井
持
軒
、
志
水
春
流
、

寺
田
陽
仲
（
注
、
五
畿
内
誌
校
者
の
河
内
國
道
明
寺
村
の
寺
田
又
右
二
門
保
正
か
）
京
人
今

， 
ノ‘



の
巻
頭
に
、
先
づ
そ
の
出
詠
を
書
か
せ
た
と
か
。

井
似
閑
、
塚
口
心
住
、
西
川
勘
兵
エ
、
淵
田
勘
右
二
門
、
布
屋
久
右
ェ
門
、

； 

わ
た
や
爽
右
ェ
門
の
名
が
見
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
門
人
逹

に
、
萬
葉
集
、
古
今
集
、
伊
せ
物
語
、
土
左
日
記
な
ど
を
敦
え
た
こ
と
も
記
録
さ
れ
て
お
る
。

注
、
こ
れ
ら
の
門
人
の
名
前
を
見
て
も
知
ら
れ
る
通
、
営
時
學
問
好
き
の
町
人
が
相
嘗
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
そ
れ
故
に
、
こ
れ
ら
の
町
人
の
後
援

が
あ
っ
て
、
長
流
の
著
述
も
敷
種
が
早
く
出
版
せ
ら
れ
た
、
又
風
竹
の
筆
記
に
、
長
流
の
溝
筵
の
會
規
と
し
て
毎
年
の
正
月
歌
會
に
は
、
兼
題
を

暮
の
極
月
十
日
に
出
し
て
お
い
て
、
四
十
餘
名
の
門
弟
に
、
そ
の
十
日
後
の
廿
日
ま
で
に
出
詠
を
さ
せ
、
こ
れ
に
評
黙
を
加
え
て
正
月
の
初
會
に

壺
表
し
た
由
、
し
か
し
契
沖
だ
け
は
、
年
は
若
い
が
學
才
伎
栖
が
あ
っ
た
の
で
「
長
流
が
下
に
は
肱
か
な
い
」
と
い
っ
て
、
い
つ
も
披
露
の
巻
物

1
0、
水
戸
光
固
か
ら
長
流
に
萬
莱
注
繹
の
属
命
が
あ
っ
た
時
の
こ
と
が
、
水
戸
藩
士
佐
野
卿
敬
の
著
「
塵
土
抄
」
に
出
て
お
り
、
郎
ち

「
下
河
邊
長
流
へ
五
十
人
扶
持
下
さ
る
」
と
あ
る
。

以
上
で
昭
和
以
後
猿
表
の
長
流
事
蹟
を
止
め
、
前
後
す
る
が
、
大
正
十
四
年
の
長
流
墓
の
再
建
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
の
再
建
は
買
は
、

同
好
者
と
共
に
私
も
猿
起
者
の
一
人
と
し
て
微
力
を
致
し
た
が
そ
の
同
好
の
年
長
二
人
は
既
に
故
人
で
あ
り
芳
々
こ
れ
の
装
起
せ
ら
れ
た

紐
過
を
述
べ
る
。

は
私
の
同
族
荷
田
（
か
だ
）
東
丸
の
門
人
で
あ
り
、
享
保
十
八
年
、
上
京
し
、
滞
留
約
四
年
、

る
。
岡
部
宮
司
は
、
そ
の
頃
、
神
職
界
の
長
老
で
交
友
廣
く
、
牌
學
で
和
歌
に
長
じ
、
偶
然
そ
の
官
宅
が
、
拙
宅
の
隣
り
で
あ
り
、
葛
緑

も
あ
り
方
外
の
交
り
を
許
さ
れ
、
営
時
私
は
京
都
師
圏
勤
務
の
軍
職
で
あ
っ
た
が
、
質
は
前
宮
司
の
大
貫
員
浦
翁
に
和
歌
の
手
ホ
ド
キ
を

大
正
六
年
、
遠
江
ノ
國
濱
松
生
れ
の
國
學
者
、
賀
茂
員
淵
の
宗
家
の
後
裔
の
岡
部
譲
翁
が
伏
見
稲
荷
宮
司
と
し
て
着
任
さ
れ
た
、
員
淵

こ
の
稲
荷
に
来
て
敦
え
を
受
け
た
の
で
あ

受
け
た
如
き
純
歴
あ
り
種
々
敦
え
ら
れ
る
虞
が
あ
っ
た
。

一
日
、
佐
佐
木
信
綱
氏
が
岡
部
翁
を
束
訪
せ
ら
れ
た
。
そ
の
時
、
岡
部
翁
か
ら
の
勧
告
が
あ
っ
て
伺
い
、
初
め
て
佐
佐
木
氏
に
紹
介
せ

ら
れ
そ
の
夕
、
共
に
會
食
の
機
を
輿
え
ら
れ
た
。
次
出
の
大
阪
宜
業
人
故
森
繁
夫
氏
も
、
岡
部
翁
へ
束
訪
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
の
で
あ

大
阪
の
草
わ
け
國
學
者
下
河
邊
長
流
と
懐
徳
堂



大
阪
の
草
わ
け
國
學
者
下
河
邊
長
流
と
懐
徳
堂

大
正
十
三
―
―
年
頃
の
夏
、
佐
佐
木
翁
の
紹
介
で
、
上
出
の
久
松
氏
が
束
訪
で
、
こ
の
時
、
紹
介
の
為
め
同
行
し
て
同
族
の
東
硯
倉
の
東

丸
ら
の
辿
書
類
を
調
べ
た
慮
、
そ
の
中
に
東
丸
が
寓
し
た
契
沖
の
代
匠
記
更
に
同
寓
の
長
流
の
萬
葉
管
見
四
肌
、
年
山
紀
聞
を
競
見
し
、

今
ま
で
の
東
丸
個
に
は
師
尚
す
る
と
こ
ろ
な
く
自
得
稜
明
多
し
と
、
殆
ん
ど
獨
學
の
様
に
書
か
れ
て
お
る
事
に
つ
い
て
、
な
お
再
考
す
べ

き
で
あ
ろ
う
と
認
識
を
新
た
に
す
る
と
共
に
長
流
の
學
の
偲
統
の
小
少
な
ら
ざ
る
こ
と
を
今
更
の
如
く
知
っ
た
。
後
年
の
建
墓
は
こ
れ
ら

も
そ
の
一
因
で
あ
る
。

そ
の
後
、
前
記
の
森
繁
夫
氏
と
殿
々
往
復
し
た
。
氏
は
岡
山
縣
人
で
、
東
上
し
て
早
稲
田
に
學
ん
で
大
阪
商
船
に
入
り
、
若
く
し
て
紐

理
の
司
掌
に
充
て
ら
れ
、
事
務
の
オ
幹
あ
り
書
字
巧
み
で
、
中
橋
徳
五
郎
（
後
の
文
相
・
商
工
相
）
に
認
め
ら
れ
た
。
氏
長
ず
る
に
及
ん
で
、

歌
人
の
筆
蹟
に
興
味
を
寄
せ
、
鑑
識
高
く
短
冊
の
蒐
集
に
於
て
、
更
に
正
確
な
先
賢
偲
記
の
研
究
に
於
て
優
に
一
家
を
為
し
、
佐
佐
木
翁

及
び
井
上
通
泰
翁
の
如
き
斯
道
人
に
も
推
稲
信
頼
せ
ら
れ
、
そ
の
勢
作
名
家
筆
蹟
考
、
人
物
百
話
な
ど
學
界
に
相
嘗
盆
を
輿
え
た
。

一
日
、
こ
の
森
氏
と
會
語
の
機
に
長
流
の
建
墓
の
議
が
話
題
に
上
り
、
次
い
で
相
談
の
上
、
先
づ
長
流
と
同
郷
近
く
の
大
和
宇
田
郡
生

れ
の
賣
薬
、
盛
業
（
ロ
ー
ト
製
薬
會
粧
創
始
）
の
山
田
安
民
翁
に
、
森
氏
か
ら
先
づ
書
を
裁
し
豫
め
意
見
を
叩
い
た
慮
、
翁
は
歌
人
で
、

歌
所
長
入
江
為
守
子
に
師
事
し
、

お

も
巧
み
で
、
筆
蹟
類
に
も
興
味
を
持
た
れ
る
同
好
者
で
あ
る
の
で
、
日
な
ら
ず
し
て
快
諾
を
得
、

嘗
時
翁
は
奈
良
市
高
畑
町
（
醤
春
日
祉
家
町
）
―
―
―
笠
山
を
近
く
に
仰
ぐ
別
聖
に
常
住
で
あ
っ
た
が
、
宇
田
郡
伊
那
佐
に
蕉
宅
が
あ
り
、
で
き

れ
ば
、
共
に
長
流
の
質
家
の
問
合
せ
の
現
地
質
査
も
し
た
い
、
そ
の
為
め
伊
那
佐
菌
宅
に
一
泊
が
け
で
お
越
し
を
と
の
懇
命
に
接
し
た
。

よ
っ
て
そ
の
言
に
従
い
宿
の
お
世
話
に
あ
づ
か
り
、
す
が
す
が
し
い
田
野
の
秋
日
、
心
こ
め
ら
れ
た
野
趣
味
豊
か
な
清
雅
な
食
事
の
接

待
を
う
け
、
そ
の
間
、
建
墓
に
つ
い
て
の
準
備
段
取
を
協
議
し
、
併
せ
て
翌
日
は
全
く
徒
歩
（
そ
の
頃
は
車
の
便
な
し
）
で
、

ど
葡
地
に
つ
い
て
調
査
し
た
。
山
田
翁
既
に
六
十
オ
を
超
え
て
お
っ
た
が
、
徒
歩
約
ニ
ー
三
里
を
、
和
服
の
裾
を
端
折
っ
て
道
案
内
さ
れ

た
。
こ
の
邊
は
翁
の
故
郷
、
厩
に
監
業
の
身
で
好
々
爺
、
後
進
の
為
め
盛
さ
れ
、
行
く
粛
で
迎
え
ら
れ
、
そ
れ
に
一
々
丁
寧
に
應
劉
さ
れ
、

る。

八

色
々
聴
取
な



天
和

大
阪
の
草
わ
け
國
學
者
下
河
邊
長
流
と
懐
徳
堂

契
沖
全
集
附
刊
の
長
流
全
集
（
二
巻
）
の
中
に
牧
載
さ
れ
て
お
る
。

を
偲
ん
で
述
べ
て
お
く
。

か
く
て
こ
の
議
は
追
々
具
臆
化
し
て
束
て
遂
に
大
正
十
四
年
六
月
三
日
、
長
流
の
忌
日
に
、
東
犀
餌
差
町
の
長
流
唯
一
の
學
友
の
契
沖

永
眠
の
圃
珠
庵
内
に
、
略
M
契
沖
と
同
型
の
も
の
が
建
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
嘗
日
佐
佐
木
翁
は
わ
ざ
わ
ざ
西
下
し
、
除
幕
法
要
に
参
列

せ
ら
れ
、
併
せ
て
嘗
日
の
「
朝
日
新
聞
」
に
感
慨
並
び
に
喜
び
の
一
文
を
寄
せ
ら
れ
た
。
次
の
も
の
で
あ
る
。

大
阪
朝
日
新
聞
、
大
正
十
四
年
六
月
三
日
（
水
）
大
阪
版

「
一
日
一
文
」
題
、
下
河
邊
長
流
、
故
佐
佐
木
信
網
翁
寄
稿
（
文
中
に
翁
の
上
三
分
身
小
照
あ
り
略
す
）

本
月
本
日
（
大
正
乙
丑
）
六
月
三
日
は
、
大
阪
の
地
に
最
も
闘
係
深
い
學
者
、
下
河
邊
長
流
の
没
後
二
百
四
十
年
に
常
る
の
で
、
そ
の

碑
が
山
田
安
民
・
森
繁
夫
・
弱
倉
敬
尚
三
氏
の
装
起
の
も
と
に
生
前
莫
逆
の
交
り
の
あ
っ
た
契
沖
阿
切
ー
ヤ
梨
の
墓
と
並
ん
で
東
高
津
詞
珠

庵
に
建
て
ら
れ
る
事
と
な
っ
た
、
浪
華
人
物
誌
に
「
長
流
の
墓
は
玉
造
の
東
の
大
今
里
村
に
あ
る
由
、
葛
城
氏
の
筆
記
に
見
え
た
れ
ど
も

今
康
し
て
無
し
」
と
あ
る
を
以
て
見
る
に
、
そ
の
陵
墓
と
な
っ
た
の
は
久
し
い
以
前
の
こ
と
で
、
大
正
四
年
、
今
上
帝
ご
即
位
に
際
し
、

そ
の
逍
功
を
追
賞
し
て
正
五
位
を
賠
ら
れ
た
が
之
を
告
ぐ
る
碑
も
無
く
そ
の
子
孫
も
無
い
。
今
回
墓
碑
が
建
て
ら
れ
た
事
は
員
に
喜
ぼ
し

い
極
み
で
あ
る
。
の
頃
に
嘗
っ
て
大
阪
は
、
文
藝
の
中
心
地
と
し
て
文
豪
輩
出
の
観
を
な
し
た
、
嘗
時
長
流
は
鰻
谷
に
住
み
、
西
鶴
は
鎗
屋

町
に
近
松
は
平
野
町
に
住
ん
で
お
っ
た
、
文
藝
史
上
、
長
流
の
事
績
は
他
の
二
人
の
如
く
華
々
し
く
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
時
代
の
先
覺

者
と
し
て
没
す
べ
か
ら
ざ
る
功
が
あ
っ
た
。

長
流
は
大
和
龍
田
の
人
、
大
阪
に
出
で
生
涯
を
送
っ
た
、
時
人
偲
に
大
和
宇
田
と
あ
る
は
誤
り
で
そ
の
「
遂
に
わ
が
着
て
も
蹄
ら
ぬ
麿

は
、
拙
生
こ
れ
を
ま
と
め
て
記
述
し
、

森
氏
と
共
に

幸
い
に
今
日
生
残
の
身
、

二
九

J

の
機
に
同
志
同
好
の
先
蔀
故
友
の
在
世

い
知
れ
ぬ
羨
し
さ
を
惑
じ
、
松
山
町
の
料
亭
で
里
人
四
五
を
も
交
え
て
宣
食
の
お
振
舞
を
う
け
た
。
こ
の
時
の
聴
き
取
り

「
長
流
事
蹟
考
」
ー
謄
寓
刷
ー
を
作
っ
た
。
こ
れ
は
佐
佐
木
翁
監
修
の
朝
日
新
聞
祉
漿
行
の



こ
と
な
し
、
唯
、
位
な
き
武
士
の
八
十
氏
人
を
初
め
或
い
は
市
に
荷
う
商
人
或
い
は
山
田
に
作
る
農
夫
或
い
は
樹
の
上
、
石
の
上
に
在
所

さ
る
べ
き
一
ふ
し
籠
れ
る
を
ば
之
を
尋
ね
束
む
」
と
記
し
て
庶
民
の
作
か
ら
選
抜
し
た
、
こ
れ
蓋
し
そ
の
初
め

の
葉
な
れ
ば
、
上
は
宮
柱
高
き
雲
井
の
庭
よ
り
下
は
芦
葺
の
小
屋
の
住
虞
に
至

に
「
や
ま
と
歌
は
大
よ
そ
わ
が
國
民
の
思
い
を
述
ぶ

大
阪
の
草
わ
け
國
學
者
下
河
邊
長
流
と
懐
徳
堂

る
は
愚
か
な
る
事
な
り
」

錦
た
つ
田
や
何
の
古
里
の
山
」
の
詠
、
又
契
沖
が
晩
花
集
の
序
及
び
萬
葉
代
匠
記
巻
五
の
注
の
中
に
も
「
長
流
が
立
田
に
生
れ
て
彼
の
あ

た
り
を
よ
く
知
れ
る
が
申
し
け
る
は
」
と
あ
る
、
初
め
具
平
と
稲
し
た
後
、
長
龍
と
改
め
更
に
浪
花
堀
江
の
長
き
流
れ
に
因
ん
で
長
流
に

改
め
た
、
長
龍
長
流
と
音
同
じ
く
し
て
唯
文
字
の
み
を
改
め
た
の
で
あ
る
、
而
る
に
世
に
之
を
ナ
ガ
ル
と
訓
諮
し
て
お
る
事
の
談
り
で
あ

（
因
み
に
云
う
、
湖
海
狂
士
の
文
は
初
め
て
余
が
見
た
折
、
箱
の
表
に
海
北
若
沖
筆
と
あ
っ
た

る
こ
と
は
、
自
分
が
夙
く
長
流
事
略
に
よ
っ
て
知
っ
て
、
も
の
に
も
記
し
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
園
學
の
師
承
は
明
ら
か
で
な
い
が
彼
れ
が
木
下
長
嘘
（
シ
ョ
ウ
）
子
と
闊
係
の
あ
っ
た
事
は
、
そ
の

敬
語
を
用
い
て
お
る
こ
と
、
又
延
賓
五
年
湖
悔
狂
士
の
需
め
に
應
じ
て
長
シ
ョ
ウ
歌
選
を
撰
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
、
そ

の
名
も
長
ジ
ー
司
が
子
の
名
を
襲
い
だ
も
の
と
思
ば
る

の
で
若
沖
と
記
し
た
が
後
、
そ
の
誤
り
な
る
事
を
知
っ
た
、
余
の
誤
り
を
引
用
し
た
文
な
ど
が
あ
る
か
ら
殊
更
に
弦
に
述
べ
て
お
く
）
而
し
て
長
流
が
i

者

書
中
に
師
説
と
し
て
畢
げ
て
お
る
も
の
に
よ
る
と
、
或
い
は
松
永
貞
徳
に
も
敦
え
を
乞
う
た
か
と
憶
測
せ
ら
れ
る
、
長
ジ
3
1
[土
!
と
貞
徳

と
の
闘
係
か
ら
考
へ
、
更
に
長
流
の
引
用
し
た
説
と
貞
徳
の
説
と
を
劉
照
し
て
こ
の
問
題
は
解
説
せ
ら
る
る
時
が
束
る
こ
と
と
思

且
つ
又
長
流
の
學
問
が
初
め
堂
上
歌
學
か
ら
出
披
し
た
事
は
、
そ
の
著
、
枕
詞
燭
明
抄
に
「
古
人
髄
脳
の
説
、
殊
に
は
西
三
條
内
府
質

隆
卿
の
お
説
を
用
い
た
り
、
私
の
管
見
を
も
所
々
に
加
う
」
と
あ
る
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

し
か
も
堂
上
歌
學
か
ら
出
狽
し
て
堂
上
歌
學
の
弊
を
打
破
し
た
事
は
江
戸
に
於
け
る
同
時
代
の
改
革
者
戸
田
茂
睡
と
軌
を
同
じ
う
す
る
、

茂
睡
か
都
通
個
を
受
け
つ
つ
堂
上
歌
學
を
極
力
攻
撃
し
た
如
く
長
流
は

撰
に
か
か
る
林
葉
累
塵
集
の
自
序
に
「
世
に
司
位
あ
る
人
は
我
が
輩
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
そ
の
人
々
の
歌
に
於
て
は
稀
れ
に
も
之
を
載
す
る

定
め
ぬ
桑
門
の
言
葉
に
、

う゚

「
口
個
秘
授
な
ど

10 

と
喝
破
し
其

シ
ョ
ゥ
に
封
し
て



し
て
、
こ
れ
は
婉
曲
に
述
べ
て
は
お
る
け
れ
ど
も
、
共
に
新
時
代
の
先
謳
者
と
し
て
の
意
氣
が
見
ら
れ
る
。

奥

る
ま
で
人
を
分
か
ず
慮
を
選
ば
ず
見
る
物
に
寄
せ
聞
く
物
に
つ
け
皆
そ
の
志
を
言
ふ
事
と
な
む
」
と
の
主
張
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
、
長

流
の
こ
の
序
文
は
、
戸
田
の
梨
本
集
と
共
に
頗
る
注
意
す
べ
き
も
の
で
あ
る
、
梨
本
集
の
鋭
き
筆
鉾
の
常
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
あ
る
に
比

長
流
に
は
そ
の
無
二
の
交
友
と
し
て
僧
契
沖
が
お
っ
た
、
長
流
は
契
沖
よ
り
十
五
オ
の
年
長
者
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
管
飽
（
ボ
ウ
）
の

交
り
の
あ
っ
た
事
は
、
恰
か
も
時
を
同
じ
う
し
た
茂
睡
と
山
名
玉
山
又
後
の
谷
川
士
清
と
本
居
宣
長
と
の
闊
係
に
酷
似
し
て
お
る
、
而
し

て
契
沖
に
長
流
の
影
響
を
見
る
の
は
、
後
に
香
川
景
樹
が
小
澤
芦
庵
の
影
響
を
受
け
た
と
相
似
て
、
そ
れ
よ
り
も
深
い
も
の
が
あ
る
、
あ

る
意
味
に
於
て
契
沖
は
長
流
の
緑
承
者
と
も
言
う
べ
く
長
流
の
學
問
を
大
成
し
た
も
の
と
も
言
え
る
、
こ
の
長
流
が
契
沖
に
影
響
を
輿
え

た
こ
と
は
長
流
の
債
値
を
盆
々
大
な
ら
し
め
る
所
以
の
も
の
で
あ
る
も
の
と
も
言
え
る
、
長
流
の
著
書
に
つ
い
て
自
分
は
早
く
京
の
上
賀

茂
祉
の
三
手
文
庫
に
於
て
「
萬
葉
古
事
並
―
―
詞
」
「
古
詠
並
二
古
事
」
「
愚
問
雑
記
」
等
自
筆
の
稿
本
及
び
「
歌
仙
抄
」
「
百
人
一

抄
」
を
見
、
更
に
大
阪
四
天
王
寺
門
静
院
の
奮
蔵
に
て
現
在
、
大
阪
殿
村
家
に
秘
蔵
の
「
四
季
出
題
抄
」
「
長
龍
延
賓
集
」
「
長
シ
ョ
ー
歌

選
」
を
初
め
て
見
る
を
得
て
こ
れ
を
學
界
に
紹
介
し
た
が
、
同
學
橋
本
進
吉
氏
は
長
流
の
著
書
を
深
く
研
究
し
て
敷
種
の
論
文
を
猿
表
せ

ら
れ
、
今
日
判
明
し
て
お
る
長
流
の
著
書
は
上
記
の
外
に
「
萬
葉
集
管
見
」
「
枕
詞
燭
明
抄
」
「
紳
佛
二
聖
和
歌
注
」
「
六
々
歌
仙
賛
」
「
萬

葉
集
名
寄
」
「
績
歌
林
良
材
集
」
「
材
林
和
歌
抄
」
「
「
晩
花
和
歌
集
」
「
林
葉
累
塵
集
」
「
罪
水
和
歌
集
」
「
萬
葉
集
抄
」
「
僻
考
集
」
の
二

十
種
か
敷
え
ら
れ
る
、
此
中
の
萬
葉
抄
は
同
學
武
田
祐
吉
氏
が
本
年
二
月
、
大
阪
圏
書
館
で
披
見
、
初
め
て
こ
れ
に
注
目
し
、
上
述
の
橋

本
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
、
長
流
に
萬
葉
管
見
以
外
に
こ
の
著
あ
る
こ
と
確
め
得
た
も
の
又
、
僻
考
集
は
同
四
月
、
水
戸
彰
考
館
に
於
て
橋

本
・
武
田
・
久
松
の
三
氏
及
び
余
を
交
え
た
一
行
が
採
訪
の
折
、
橋
本
氏
に
よ
っ
て
装
見
の
も
の
で
、
こ
れ
ら
は
最
近
長
流
の
著
書
中
に

未
知
の
二
部
を
加
え
得
た
の
で
あ
る
、
又
材
林
和
歌
抄
は
従
来
彰
考
館
の
寓
本
が
知
ら
れ
て
お
る
だ
け
だ
っ
た
が
、
去
る
二
月
、
伊
せ
桑

名
竹
内
文
平
氏
の
も
と
で
自
筆
本
を
見
る
こ
と
を
得
た
、
而
し
て
上
述
の
二
十
種
中
九
種
（
外
に
長
龍
延
費
集
の
略
本
で
あ
る
自
筆
晩
花
集
）

は
徳
川
時
代
に
刊
行
せ
ら
れ
、
萬
葉
集
管
見
に
つ
い
て
は
東
大
所
蔵
の
自
筆
本
は
一
昨
年
の
霙
災
で
失
わ
れ
た
が
、
幸
い
に
水
戸
の
寓
本

大
阪
の
草
わ
け
國
學
者
下
河
邊
長
流
と
懐
穏
堂



贈正五位下河邊長流大人碑

（闘珠庵門前向つて右に「贈正五位下

河邊長流大人墓所」の石標が建墓と同

時に建てらる，門前に向って左には學

弟，契沖墓の石標あり）

る。 雑
事
の
題
で
、
約
四
頁
に
わ
た
っ
て
、
長
文
の
寄
稿
が
あ

の
「
日
本
美
術
工
藝
」
に
は
、
森
氏
が
浪
華
歌
人
和
學
者

大
阪
の
草
わ
け
國
學
者
下
河
邊
長
流
と
懐
徳
堂

に
よ
り
最
近
武
田
氏
が
校
訂
し
橋
本
氏
の
序
説
を
添
え
て
刊
行
さ
れ
た
、
し
か
も
長
流
の
全
集
刊
行
は
従
来
、
企
て
ら
れ
ず
に
過
ぎ
て
き

た
が
、
今
回
朝
日
新
聞
社
に
於
て
契
沖
全
集
が
刊
行
せ
ら
る
る
計
書
＿
が
熟
し
、
こ
の
機
に
長
流
全
集
を
附
刊
す
る
事
と
な
っ
た
、
こ
れ
に

よ
っ
て
長
流
の
〗
県
債
が
愈
々
廣
く
世
に
知
ら
れ
る
こ
と
は
本
日
の
建
碑
と
共
に
倶
に
喜
ぶ
べ
き
事
で
あ
る
。

自
分
は
明
治
四
十
年
、
京
都
で
の
香
川
景
樹
の
桂
園
樹
立
百
年
記
念
祭
に
故
高
崎
正
風
翁
ら
と
共
に
参
列
し
、
昨
年
は
同
じ
く
京
都
に

て
の
大
田
垣
蓮
月
尼
の
五
十
年
忌
に
つ
ら
な
り
今
回
こ
の
長
流
の
建
碑
に
参
會
し
得
た
の
は
後
學
と
し
て
員
に
喜
び
に
堪
え
な
い
、
か
く

し
て
故
人
の
業
績
を
た
ど
り
更
に
新
ら
し
い
道
に
進
ま
ん
こ
と
を
希
う
て
こ
の
一
篇
を
長
流
大
人
の
霙
に
さ
さ
げ
る
（
大
防
朝
日
新
聞
棲
上

に
て
）
。
以
上

こ
の
建
墓
に
先
だ
ち
、
大
正
十
三
年
十
一
月
「
難
波
津
」
第
十
琥
に
森
氏
は
小
竹
園
主
人
の
雅
名
で
「
浪
華
歌
人
列
博
」
を
寄
せ
、
そ

の
（
第
一
）
に
い
に
年
代
の
上
か
ら
加
藤
磐
齊
（
松
氷
貞
徳
門
、
延
賓
二
没
、
五
十
四
オ
）
を
切
に
長
流
を
叙
し
、
文
中
に
は
建
墓
の
前
獨
れ

を
も
述
べ
た
。
又
同
誌
第
十
七
琥
（
大
正
十
四
年
六
月
獲
行
）

に
は
、
建
碑
式
参
列
の
船
越
氏
の
一
文
が
あ
り
、
同
誌
、

先
哲
の
も
の
と
共
に
稜
見
入
手
し
た
も
の
で
あ
る
。
更
に

建
墓
の
ハ
ル
カ
後
だ
が
、
昭
和
二
十
二
年
十
月
、
「
阪
急
」

J

の
長
流
像
は
奇
緑
に
も
同
氏
が
偶
然
、
他
の
同
時
代
の

そ
の
次
に
森
氏
の
長
流
肖
像
に
つ
い
て
の
一
文
が
あ
る
。



大
阪
の
草
わ
け
國
學
者
下
河
邊
長
流
と
懐
徳
堂

J

こ
に
駐
屯
す
る
こ
と
約
二
年
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
椴
つ
づ
く
り
を
し
剥
落
を
防
い
で
お
い
た
の
で
縞
表

こ
の
建
墓
は
質
は
、
商
都
大
阪
で
は
従
来
ア
マ
リ
知
ら
れ
ず
過
ぎ
て
き
た
國
學
者
下
河
邊
長
流
で
あ
っ
た
が
、
契
沖
の
年
長
先
輩
で
、

相
嘗
に
大
阪
住
民
を
弟
子
と
し
て
敦
え
た
こ
と
な
ど
、
こ
の
近
世
草
わ
け
圃
學
者
が
大
阪
に
住
ん
だ
こ
と
は
‘
―
つ
の
大
阪
の
誇
り
と
な

り
、
又
大
阪
人
の
恩
人
と
い
っ
た
見
方
も
な
さ
れ
、
更
に
山
田
、
森
と
云
っ
た
質
業
人
が
装
起
人
で
あ
り
、
百
六
拾
餘
名
（
大
阪
人
が
主

で
）
の
賛
同
を
得
、
そ
の
資
金
も
大
し
た
苦
傍
な
く
集
ま
っ
た
様
で
、
賀
は
私
も
披
起
人
の
手
前
、
貧
灯
を
挑
げ
た
の
で
、
完
成
後
、
決

算
報
告
な
ど
貰
っ
た
が
戦
災
で
失
い
、
具
盟
的
に
は
云
え
な
い
が
、
記
憶
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
山
田
翁
の
歌
師
、
入
江
子
爵
や
佐
佐
木
翁
、

更
に
山
田
翁
令
弟
の
中
将
湯
本
舗
紐
螢
の
津
村
重
舎
翁
（
貴
旅
院
議
員
）
そ
の
他
、
知
友
有
力
者
の
物
心
雨
面
の
賛
助
が
あ
っ
た
事
は
明
ら

か
で
あ
る
。

圃
珠
庵
門
前
向
っ
た
左
側
に
は
「
史
蹟
契
沖
駕
庵
圃
珠
庵
並
に
墓
」
の
石
標
が
、
既
に
立
て
ら
れ
て
あ
る
か
ら
、
右
側
に
「
贈
正
五
位

下
河
邊
長
流
大
人
墓
所
」
の
石
標
が
立
て
ら
れ
、
寺
内
の
墓
は
、
契
沖
墓
と
略
同
じ
大
き
さ
で
相
封
し
、
契
沖
の
側
面
に
東
向
き
に
長
流

の
は
建
て
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
る
に
そ
の
後
、
昭
和
二
十
年
の
戦
災
を
受
け
、
長
流
の
は
、
火
の
廻
り
具
合
か
、
或
い
は
石
質
の
為
め
か
甚
だ
し
く
磨
滅
し
た
。

そ
の
後
、
幸
い
大
阪
で
私
に
緑
故
墓
修
理
の
序
が
あ
っ
た
の
で
、

長
流
の
文
字
は
明
ら
か
に
語
め
る
現
朕
に
あ
る
。
門
前
の
標
石
は
何
ら
異
常
な
く
存
し
て
お
る
。

以
上
の
様
な
経
過
に
よ
っ
て
、
長
流
の
芳
痰
慰
安
の
場
は
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
今
か
ら
は
早
や
約
五
十
年
前
の
話
で
あ
る
が
、
時
々

思
い
出
し
て
は
無
菫
の
感
を
お
ぼ
え
、
こ
の
美
事
が
難
な
く
出
来
た
の
は
、
全
く
今
は
亡
き
山
田
・
森
雨
翁
の
功
で
あ
り
、
殊
に
長
流
と

出
自
同
郷
の
山
田
翁
の
功
が
大
で
あ
る
こ
と
を
張
調
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
事
あ
っ
て
後
、
歳
月
は
流
れ
て
昭
和
十
五
年
そ
の
前
、
同
十
二
年
七
月
末
、
中
日
事
髪
勃
猿
頭
初
に
、
余
は
應
召
に
會
い
、
韓
國

紐
由
で
中
園
天
津
に
至
り
、
南
口
か
ら
復
魯
直
後
の
鐵
道
で
長
城
線
を
こ
え
、
宣
化
を
通
り
大
同
か
ら
陸
路
、
山
西
省
に
入
り
首
都
の
太

原

攻

略

戦

に

参

加

、

太

原

を

占

捩

し

て

、

一

時

南

方

の

臨

沿

（

党

舜

の

故

址

）

か

ら

更

に

南

方

の

運

城



往
束
し
た
。

大
阪
の
草
わ
け
國
學
者
下
河
邊
長
流
と
恨
徳
堂師

圃
）
に
韓
勤
と
な
り
、
次
い
で
同
十
五
年
十
二
月
、
大
東
亜
戦
に
て
、
大
阪
の
中
部

防
空
師
圏
に
轄
励
と
な
っ
た
。

そ
の
頃
は
未
だ
内
地
の
空
襲
も
な
い
頃
で
、
情
況
に
應
じ
、
賂
兵
上
下
共
外
出
時
に
外
泊
も
出
来
た
が
、
嘗
時
の
ル
ス
宅
は
東
京
青
山

で
あ
り
、
蹄
宅
の
代
り
に
、
京
阪
知
人
宅
を
訪
ね
た
の
で
、
奈
良
の
山
田
翁
に
詣
り
久
濶
を
謝
し
と
め
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
頃
、
民
間

で
は
徐
々
に
統
制
紐
済
で
あ
っ
た
か
ら
、
少
々
な
が
ら
自
分
割
嘗
て
の
食
品
缶
詰
な
ど
を
持
参
し
た
。
大
阪
で
は
閑
あ
る
侮
に
森
氏
と
も

そ
の
間
、
又
三
人
相
談
し
て
、
建
墓
の
後
、
偶
然
、
森
氏
入
手
の
長
流
像
の
副
本
三
枚
を
、
京
の
有
職
畳
家
原
在
寛
聾
伯
（
名
人
在
仲
の

後
裔
）
に
委
賜
し
て
作
ら
せ
、
そ
の
一
枚
に
山
田
翁
賛
語
を
記
し
、
表
装
し
て
東
大
史
料
編
纂
所
に
寄
納
し
た
。

流
・
契
沖
に
闘
心
深
き
大
阪
育
ち
の
岩
橋
小
蒲
太
翁
が
編
集
官
と
し
て
在
職
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
質
は
戦
時
中
の
こ
と
と
て
、
こ
の
表
装
が
遅
れ
山
田
翁
は
昭
和
十
八
年
四
月
そ
の
完
成
を
見
ず
七
十
五
オ
の
天
壽
で
終
ら
れ

た
が
、
男
輝
男
祉
長
が
そ
の
逍
志
を
網
い
で
寄
納
せ
ら
れ
た
。
（
嵩
興
前
出
の
も
の
）

な
お
、
こ
こ
に
他
事
で
は
あ
る
が
山
田
翁
の
干
輿
賓
は
余
の
お
願
い
し
て
や
っ
て
い
た
だ
い
た
一
事
を
述
べ
る
。
こ
れ
も
戦
時
中
、
奈

良
で
翁
を
訪
ね
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
は
奈
良
市
菖
蒲
池
町
、
員
稲
名
町
に
墓
の
あ
る
京
の
伏
見
ノ
宮
諸
太
夫
三
木
若
狭
ノ
守
善
緞
の
女
名
ツ
ル
で
、
若
く
し
て
伏
見
ノ

宮
邦
家
親
王
第
四
子
、
後
の
奈
良
一
乗
院
門
主
尊
應
入
道
親
王
（
嘉
永
五
年
、

後
の
久
適
ノ
宮
朝
彦
親
王
）
の
お
乳
ノ
人
と
な
っ
た
女
性
に
つ
い
て
で
あ
る
。
伏
見
ノ
宮
、

こ
の
女
性
の
こ
と
は
、
宮
の
奈
良
時
代
の
弘
化
三
年
正
月
、
幕
府
出
先
の
官
、
奈
良
奉
行
に
赴
任
の
川
路
左
ェ
門
尉
聖
誤
（
と
し
あ
き
ら
）

の
「
寧
府
記
事
」
ー
~
寧
府
は
奈
良
i

に
出
て
お
り
、
賢
婦
で
、
批
年
血
氣
の
宮
に
仕
え
、
そ
の
逸
事
が
記
さ
れ
て
お
る
。
（
故
樹
下
快

ば
れ
た
の
で
あ
る
。

（
属
の
故
地
）
に
至
っ
た
が
、
内
地
部
隊
（
東
京
第

王
子
の
乳
母
に
王
家
の
臣
、
三
木
氏
の
女
が
選

一
乗
院
か
ら
京
東
山
三
條
の
青
蓮
院
の
門
主
に
轄
じ
愈
融
と
改
名
、

そ
れ
は
同
所
に
は
、
長

一四



大
阪
の
草
わ
け
麟
學
者
下
河
辺
長
流
と
製
邸
幽

五

淳
氏
の
示
敦
）
但
し
名
や
出
生
は
わ
か
ら
ぬ
儘
だ
っ
た
。
余
は
先
‘
‘
つ
、
奈
良
住
の
山
田
翁
に
お
問
合
せ
を
願
っ
た
が
不
明
で
、
唯
一
乗
院
他

0

0

0

0

0

 

蔵
の
同
院
門
主
他
の
寓
し
を
送
っ
て
い
た
だ
い
た
虞
（
寓
し
は
翁
自
筆
で
あ
っ
た
）
、
そ
こ
の
宮
の
條
下
に
「
乳
婦
ハ
三
木
氏
ノ
女
、
少
賦

（
注
、
仕
え
名
）
卜
稲
ス
」
と
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
は
恐
ら
く
伏
見
家
臣
の
三
木
氏
だ
ろ
う
と
追
究
し
た
虞
、
カ
ン
は
嘗
り
三
木
家
嘗
主
の

善
健
謡
設
士
（
上
記
の
善
網
の
子
、
冬
胤
は
私
の
少
年
時
面
識
あ
り
そ
の
子
）
に
問
合
せ
て
初
め
て
氷
解
し
、
墓
が
奈
良
に
あ
る
ヮ
ヶ
も
判
明
し

た
。
こ
の
三
木
家
は
現
在
、
伏
見
桃
山
の
、
も
と
府
祉
御
香
宮
の
歴
代
社
家
現
嘗
主
、
の
分
家
に
嘗
る
家
で
、
代
見
ノ
宮
家
が

南
北
朝
時
代
、
京
を
避
け
て
、
現
桃
山
ご
陵
地
の
山
麓
地
域
に
住
ま
れ
た
頃
（
こ
の
緑
で
、
伏
見
の
稲
琥
1

名
字
を
冠
し
た
）
銀
守
誹
の
祉

家
の
縁
で
次
男
が
分
れ
て
宮
家
の
臣
と
な
り
仕
へ
た
の
で
あ
る
、
こ
の
三
木
氏
ノ
女
は
弘
化
四
年
四
月
四
十
四
オ
で
終
り
、
川
路
奉
行
の

就
任
は
弘
化
三
年
正
月
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
一
年
四
月
の
間
の
こ
と
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。

買
は
こ
の
女
性
三
木
氏
の
こ
と
が
判
明
し
た
の
は
、
去
る
昭
年
十
六
年
、
こ
の
頃
、
恰
か
も
中
國
か
ら
蹄
國
し
東
京
勤
務
の
間
、
宮
の

五
十
年
紀
で
、
伊
せ
紳
宮
に
於
て
祭
事
が
行
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
際
の
記
念
出
版
に
、
特
に
ご
縁
故
あ
る
余
に
宮
の
周
邊
事
を
文
に
ま
と

め
て
披
表
を
と
の
依
頼
が
あ
り
、
い
に
判
明
し
た
こ
の
乳
母
の
こ
と
も
加
え
、
誹
宮
疲
行
の
「
親
王
景
仰
録
」
中
に
「
粟
田
の
落
穂
」

の
題
下
に
寄
せ
て
お
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
調
査
の
結
果
は
山
田
翁
に
も
報
告
し
た
。
こ
の
宮
の
第
四
子
、
故
梨
本
守
正
翁
（
昭
和
廿
六
蹄

幽
七
十
八
オ
）
の
生
母
は
、
同
じ
く
奈
良
興
福
寺
塔
中
の
一
乗
院
、
近
習
原
田
氏
女
（
名
光
枝
、
余
も
面
識
あ
り
昭
和
六
没
八
十
六
オ
）

は
奈
良
法
蓮
町
興
禍
院
（
こ
ん
ぶ
い
ん
）
で
、
こ
の
原
田
家
本
宗
、
奈
良
住
の
豊
次
郎
氏
は
山
田
翁
も
相
識
の
間
柄
で
あ
る
。

か
く
て
昭
和
十
八
年
、
大
阪
駐
在
中
、
山
田
翁
訪
問
の
節
、
前
年
、
一
乗
院
門
主
他
、
お
送
り
の
闊
係
も
あ
り
、
談
こ
の
乳
婦
三
木
氏

の
事
に
及
び
、
同
行
し
て
質
は
初
め
て
余
も
展
菓
し
た
。
寺
内
墓
域
廣
く
、
案
内
な
く
し
て
は
わ
か
り
に
く
い
壁
ギ
ワ
で
あ
っ
た
。
聞
け

ば
京
都
か
ら
は
離
れ
て
も
お
り
、
敷
年
前
に
参
ら
れ
た
位
と
の
事
、
せ
め
て
墓
背
に
刻
記
し
て
お
い
て
萬
一
の
侠
亡
に
も
備
え
た
ら
と
、

山
田
翁
に
は
か
っ
た
虞
、
京
都
三
木
氏
の
同
意
さ
え
得
ら
れ
た
ら
、
出
入
り
の
石
屋
も
あ
り
お
安
い
事
、
文
を
書
い
て
送
ら
る
れ
ば
、
一

切
お
引
受
け
す
る
と
の
快
諾
を
得
、
余
は
三
木
氏
の
承
諾
の
後
、
奈
良
に
縁
深
い
梨
本
王
家
に
も
申
上
げ
報
告
し
、
こ
れ
も
山
田
翁
の
お



”

も
博
え
た
い
か
ら
で
、

こ
の
遺
事
は
契
沖
が
年
長

の
「
匠
」
と
敬
意
を
表
し
て
書
名
「
代
匠
記
」

に
残
し
た
長
流
の
文
功
と
共
に
永
く
忘
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
後
年
、
長
流
没

に
契
沖
は
感
命
に
よ
り
更
に
精
選
の
代
匠
記
を
つ

く
る
が
、
義
公
光
肉
は
ヤ
ハ
リ
代
匠
記
の
書
名
を
そ
の
儘
襲
用
せ
し
め
た
。
遺
賢
の
文

功
を
忘
れ
な
い
謙
虚
な
名
君
の
心
じ
ら
ひ
は
ゆ
か
し
い
限
り
で
あ
る
。
森
氏
は
昭
和
廿
五
年
、
坂
紳
向
陽
園
は
り
半
旅
館
に
近
い
目
誹
山

で
終
っ
た
。
六
十
九
オ
。

長
流
の
學
が
懐
徳
堂
の
學
問
を
盆
し
た
餘
響
は
、
今
更
贅
言
の
要
な
く、

そ
の
學
は
先
づ
學
堂
先
學
の
五
井
持
軒
に
博
え
ら
れ
、
開
創

な
お
年
浅
か
っ
た
學
堂
の
學
は
、
こ

の
持
軒
の
子
の
和
漢
兼
該
の
碩
學
蘭
洲
に
よ

っ
て
殆
ん
ど
基
盤
が
固
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
天
囚
子

の
蘭
洲
博
の
講
説
が
、
學
堂
再
興
の
稜
端
と
な
っ
た

こ
と
は
偶
然
で
は
な
い
。
天
囚
子
は
「
考
」
に

學
堂
の
先
儒
中
井
梵
庵
は

、

二
男
子
竹
山
•

履
軒
に
劉
し

蘭
洲
子
は
わ
が
畏
友
な
り

、

汝
等
こ
れ
を
師
と
せ
よ
と
数
え

、

又
蘭
洲
博
に

和
歌
は
儒
者
の
歌
人
と
云
は
れ
し
執
齊
（
三
輪
希
賢
）
に
劣
ら
ず
、
萬
葉

・
古
今

・
勢
語

・
源
語
に
通
ず

と
、
こ
れ
明
ら
か
に
、
蘭
洲
は
長
流
の
學
を
父
か
ら
受
け
た
の
で
あ
る
と
述
べ、

更
に

｀ 
．． 
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智光院少戴慧岳大姉墓

向ッテ右側，弘化四年四月四日没四十才

伏見宮臣三木若狭守善磁女

一漿院宮御乳人（ウラ昭

和十八年追刻）表石，高サ60セソチ

大
阪
の
草
わ
け
國
學
者
下
河
逗
長
流
と
懐
徳
堂

れ
、
篤
學
熱
誠
の
故
森
翁
の
終
始
粛
力
の
賓
状
を

同
郷
の

ユ
カ
リ
か
ら
故
人
山
田
翁
が
先
頭
に
立
た

摘
み
つ
つ
、
長
流
の
建
墓
に

つ
い
て
長
々
と
述
べ

た。

こ
れ
に
は
聯
か
私
も
参
輿
し
た
が
、
長
流
と

私
は
時
に
命
題
を

ョ
ソ
に

し
て
脇
道
の
道
草
を

女
性
が
初
め
て
世
に
出
た
と
喜
ば
れ
た
。

故
者
原
田
氏
も
、
今
ま
で
全
く
知
ら
れ
な
か
っ
た

蔭
で
上
の
通
り
の
刻
記
が
完
成
し
た。

上
記
の
縁

ノ‘



大
阪
の
草
わ
け
閾
學
者
下
河
辺
長
流
と
悛
郷
堂

洲
な
か
り
せ
ば
、
わ
が
大
阪
に
竹
山
•
履
軒
の

の
者
、
質
に
蘭
洲
の
力
量
に
根
抵
す

七

長
流

蘭
洲
没
せ
し
時
、
竹
山
三
十
四
オ
、
弟
履
軒
三
十
一
オ
閏
と
し
て
（
二
人
後
に
至
り
）
一
家
を
成
せ
る
も
の
は
宜
に
蘭
洲
の
恩
な
り
、
蘭

大
家
を
見
ん
こ
と
如
何
あ
ら
ん
、
而
し
て
學
堂
他
日
の
盛
を
海
内
に
嗚
ら
せ
し
所
以

と
、
蘭
洲
を
頌
す
る
為
め
の
豊
碑
の
名
文
に
代
値
す
る
文
で
あ
ろ
う
。
名
伽
に
し
て
歌
人
蘭
洲
を
頌
し
て
、
そ
の
先
師
、
斯
學
草
わ
け
の

長
流
の
姿
を
瞼
に
淫
べ
、
そ
の
先
功
を
想
う
こ
と
切
で
あ
る
。

思
う
に
浪
華
の
爵
士
長
流
は
、
名
君
水
戸
義
公
光
岡
の
明
鑑
に
よ
っ
て
世
に
出
で
、
萬
葉
研
究
の
属
命
を
受
け
た
が
不
幸
、
病
の
為
め

業
半
ば
に
し
て
終
っ
た
。

再
言
な
が
ら
長
流
の
學
弟
契
沖
に
よ
っ
て
こ
れ
が
韻
承
せ
ら
れ
て
有
終
の
成
果
が
お
さ
め
ら
れ
た
、
謙
讃
な
る
沖
も
代
匠
記
の
書
名
で

永
く
、
亡
き
師
友
、
學
兄
長
流
の
先
鞭
の
功
を
側
え
た
、
水
戸
へ
は
長
流
・
契
沖
二
人
共
下
り
は
し
な
か
っ
た
。
一
面
、
先
師
長
流
は
、

大
阪
に
於
て
帷
を
下
し
、
多
く
の
門
人
を
敦
え
、
そ
の
學
の
餘
響
を
公
學
懐
徳
堂
に
僻
え
た
。
生
命
、
財
産
に
は
名
敷
が
あ
る
。
精
紳
的

訓
化
は
目
に
見
え
な
い
が
、
偲
統
し
て
不
滅
、
殆
ん
ど
止
ま
る
を
知
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
稀
に
側
わ
る
箆
士
長
流
の
歌
稿
、
そ
の
高
弟
五
井
持
軒
、

三
宅
石
庵
（
萬
年
）
以
下
の
懐
徳
堂
先
賢
の
短
冊
を
掲
げ
、

派
の
先
學
が
美
果
を
お
さ
め
た
一
端
を
證
示
す
る
。

こ
の
文
の
為
め
大
阪
の
後
藤
捷
一
、
水
田
紀
久
、
肥
田
皓
三
、
野
曾
原
殖
、
奈
良
天
理
大
の
木
村
三
四
吾
氏
の
諸
賢
か
ら
種
々
紹
介
の

努
を
煩
わ
し
資
料
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
記
し
て
お
く
。



晩
節

誰
か
さ
は
、
事
ぐ
さ
し
げ
き
、
世
を
経
て
も

老
い
た
る
馬
の
、
道
し
忘
れ
ぬ

――一宅
正
名
（
鮒
年
ま
た
石
庵
）

言
し
ぷ

々
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大
阪
の
草
わ
け
國
學
者
下
河
透
長
流
と
懐
惹
堂

早

春

鶯

長

流

う
ぐ
ひ
す
の
、
う
つ
ろ
ふ
羽

風
、
朝
戸
ふ
れ
て
、
四
方
の

あ
ら
し
は
、
け
ふ
ぞ
音
せ
ぬ

（
（
複
製
）
東
京
、
本
居
涌
生
氏
蔵
） ＝ 
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富
氷
徳
通
、
琥
芳
春
、
懐
徳
堂
創
立
に
盛
力
の
賓
業
人
五
同
志
の
一
人
道
明
寺
ヤ
吉
左

二
門
（
哲
油
業
）
、
初
め
持
軒
門
の
ち

石
庵
門
有
名
な
る
哲
學
者
仲
基
琥
瞭
齋
の
父
、
元
文
四
没
、
年
令
知
ら
れ
ず
。

長
崎
克
之
、
琥
黙
淵
、
同
じ
く
五
同
志
の
一
人
、
舟
橋
ヤ
四
郎
右
二
門
、
富
永
と
同
じ
く
前
後
二
人
を
師
と
す
、
賓
暦
十
二
の

前
頃
没
、
年
令
知
ら
れ
ず
。

中
村
睦
峰
、
同
じ
く
五
同
志
の
一
人
、
披
良
齋
、
三
ッ
星
ヤ
武
右
ェ
門
、
石
庵
門
、
享
保
十
七
没
六
十
オ
。

（
五
同
志
の
二
名
は
吉
田
盈
枝
（
備
前
ヤ
吉
兵

二
）
明
和
四
没
七
十
五
オ
（
舷
板
問
屋
）
と
、
山
中
宗
古
（
鶉
ノ
池
又
四
郎
）
＇

密
暦
四
没
六
十
三
オ
の
箪
蹟
、
入
手
に
至
ら
ず
。）

（
な
お
學
堂
五
同
志
の
名
は
「
考
」
に
よ
っ
て
世
に
知
ら
れ
た
が
、
そ
の
他
に
も
支
援
出
資
の
者
あ
り
）

現
在
の
北
濱
五
に
金
崎
氏
尼
崎
ヤ
市
右

ェ
門
名
は
道
可
、
同
七
右
ェ
門
元
之
が
享
保
度
の
學
堂
創
立
時
、
道
可
は
醤
油
や
に
て

盛
業
の
資
産
家
で
、
上
記
の
五
同
志
と
同
じ
く
學
堂
継
螢
に
壷
し
て
お
り
、
外
に
も
一
門
同
族
あ
り
文
化
四
年
の
記
録
に
も
名
出

づ
、
墓
は
西
天
溝
大
林
寺
か
（
昭
和
四
十
七
、
十
二
月
「
大
阪
府
の
歴
史
」
府
立
闘
書
館
肥
田
氏
の
諸
書
引
用
の
文
に
よ
る
。

な
お
籠
者
も
嘗
て
最
後
の
學
堂
数
授
並
河
華
翁
の
日
乖
「
居
諸
録
」
に
、
前
代
の
古
金
ヤ
助
二
郎
の
記
事
を
見
た
。
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秒
息
竺
資
冑
ぃ礼けぃ

中井積徳（竹山の弟履軒）和歌

海
邊
ノ
月

さ
よ
あ
ら
し
、
ふ
け
ひ
の
浦
に

旅
ね
し
て
、
雲
の
よ
そ
な
る

月
を
見
る
か
な

山
家
ノ
棧
（
カ
ケ
ハ
シ
）

程
近
き
、
小
田
の
刈
粕
、

は
こ
ぶ
間
に
、
雲
こ
そ
う
づ
め

谷
の
か
け
は
し（
京
都
、
革
島
久
彦
氏
蔵
）

〔竹
山
妻
の
家
〕

秋
夜
、

二
首
ノ
和
歌
ヲ
詠
ム積
徳

け
ふ
の
み
や
、
戸
ざ
し
と
ゞ

め
ん
、
年
月
は

隙
ゆ
く
駒
の
足
柄
の
闘
積
善

冬
至

大
阪
の
草
わ
け
國
學
者
下
河
長
邊
流
と
懐
徳
堂

以
上
短
冊
六
葉
、
大
阪
府
岸
和
田
市
佐
佐
木
勇
蔽
氏
蔵

（
同
氏
の
著
「
心
の
ふ
る
里
よ
り
」
）

（
中
井
竹
山
の
本
名
積
善
、
履
軒
兄
弟
は
蘭
洲
門
）
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色
も
香
も
ふ
り
せ
ぬ
花
や
か
ざ
す
ら
む

千
年
の
春
も
面
（
お
も
）
か
は
り
せ
で

春
呪

加
藤
景
範
、
歌
人
信
成
（
公
家
烏
丸
光
榮
門
）
の
男
、
腕
竹
里
、
郊
外
小
松
村
住
、
薬
種
商
、
小
川
屋
喜
太
郎
、

竹
山
及
び
公
家
烏
丸
光
胤
（
和
歌
）
に
學
び
、
窟
政
八
没
七
十
七
オ
、
門
人
頗
る
多
し

石
庵
、
岡
洲
、




